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改善の内容 

全車両、確認のうえ、後輪のブレーキキャリパーが対策前品の場合は、シャフトを点検し、シャフトが

固着またはキャリパー内部までシャフトの錆が進行している場合はブレーキキャリパーを対策品と交換

し、キャリパー内部まで錆が進行していない場合は錆を除去し、対策品ブーツキットと交換する。 

なお、交換用部品の準備に時間を要するため、使用者に不具合内容を通知し注意喚起のうえ、部品準備

が整い次第、年式の古い車両から順次交換する。 

 

注：図中の        内は、点検し交換する部品を示す。 
 
識別：運転席ドア側ロアーヒンジの上側取付けボルト頭部に、白または黄色ペイントを塗布する。 

 

基準不適合発生箇所 

シャフトブーツ 

後輪のブレーキキャリパーにおいて、駐車ブレーキ駆動用シャフトのブーツのシール性能が不足して

いるため、シャフト部に水が浸入し、シャフトに錆が発生することがある。そのため、そのままの状

態で使用を続けると、シャフトの錆がキャリパー内部まで進行しシャフトの回転が阻害され、駐車ブ

レーキの制動力が低下し、最悪の場合、駐車中の車両が動き出すおそれがある。 
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